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成分名
混合物
エステル
酸化防止剤
着色剤
LPG
プロパン

ノルマルブタン
イソブタン

CAS　No

―
―
―

74-98-6
106-97-8
75-28-5

含有量(wt％)
67.0
―
―
―

20～30

33.0
5～10

化学式

C3H9
C4H10

官報公示整理番号

(2)-3
(2)-4



恐れがあるので、廃棄するまで水に漬けておくこと。
保管上の注意 ： 幼児の手の届かない所に置くこと。

： 直射日光を避け、通風の良い所に保管する。
： 通風の良いところに保管する。
： 火気、熱源から遠ざけて保管すること。
： ４０℃以上になる所には置かないこと。
： 水回りや湿度の高いところに保管すると、容器腐食して破裂の恐れがあるので

保管場所に注意すること。

８．暴露防止および保護措置（１） ： プロパン　設定されていない 略記号
ブタン500ppm
ペンタン300ppm

米国産業衛生協議会 ： プロパン　1000ppm
（ACGIH　2005　TLV-TWA） ブタン　800ppm

ペンタン600ppm

８．暴露防止および保護措置（２）
設備対策 ： 取り扱い設備は防爆型を使用する。

： 換気装置を付けて、蒸気が滞留しないようにする。
： 取り扱い場所の近くには、高温、発火源となるものが置かれないような設備とすること。
： 屋内塗装作業の場合は、自動塗装機等を使用するなど作業者が直接

暴露されないような設備とするか、局所排気装置等により作業者が暴露から
避けられるような設備にすること。

： タンク内部などの密閉場所で作業をする場合には、密閉場所、特に底部まで充分に
換気が出来る装置を取り付けること。

保護具 ≪目の保護具≫ ： 取り扱いには保護眼鏡を着用すること。
≪皮膚の保護具≫ ： 有機溶剤または化学薬品が浸透しない手袋を着用すること。
≪呼吸器系の保護具≫ ： 有機ガス用防毒、空気呼吸器、密閉された場所では送気マスクを着用する。

： 密閉された場所では送気マスクを着用する。
： スプレー作業を行う場合には、適切な保護マスクを着用すること。

≪適切な衛生対策≫ ： 作業中は飲食、喫煙をしない。
取扱い後は手をよく洗う。

９．物理的および化学的性質

状態 ： 液体　　　 プロパン
色 ： 緑色透明 融点・凝固点 ： -189.7℃
臭気 ： データなし 沸点、初留点及び ： -42℃
ｐH値 ： データなし 騰範囲 ：
融点 ： 引火点 ： 104℃
沸点 ： 燃焼範囲（爆発範囲） ： 下限1.4％　上限9.5％
引火点 ： 蒸気圧（40℃） ： 1.275MPa
発火点 ガス比重（空気＝1） ： 2.5
爆発限界 ： データなし 液比重（水＝1） ： 0.5
蒸気圧 ： データなし 溶解度（20℃） ： 0.0061ｇ/

100ｍｌ
蒸気密度 ： データなし ｎ-オクタール/ ： 2.36
密度（比重） ： 水分配係数（ｌｏｇ　Pow）：
溶解性 ： 水にほとんど溶解しない 自然発火温度 ： 2.30

その他のデータ ： 309℃
： データなし （分子量） ： 44.1

分解温度 ： データなし

10.安定性および反応性
安定性 40℃以上になると破裂の恐れがある。

常用温度で缶内圧は約０．４２MPａ。

危険物有害反応可能性 ： データなし

その他の有害性情報 ： 蒸気及びガスは引火して爆発する恐れがある。
樹脂成分は空気中で酸化し、発熱、蓄積される条件があると自然発火する恐れがある。

１１．有害性情報（１）

製品としての試験の実験は実施していない。

急性毒性 急性毒性 急性毒性 急性毒性 皮膚腐食性/ 眼損傷性/
（吸収：粉塵） 刺激性 　 刺激性
　　ﾐｽﾄ

原液 データなし データなし
ＬＰＧ 分類できない 分類できない 区分外 分類対象外 分類できない 分類できない

皮膚感作性 生殖細胞 発がん性 特定標的臓器 特定標的臓器 吸引性呼吸器
呼吸器感作性 変異原性 （単回曝露） （反復曝露）

原液

データなし データなし データなし データなし データなし

ＬＰＧ 分類できない 区分外 分類できない 分類できない

噴射剤　　　ＬＰＧ

データなし

ｎ－オクタノール／水分配係数

（経口ｍｇ／ｋｇ） （経皮ｍｇ／ｋｇ） （吸収：蒸気）

原　　液

データなし
256℃　（C.O.C)

 ：  データなし

０．９２(１５℃g/cm 3）

データなし データなし データなし データなし

データなし

分類できない 区分３（麻酔作用）



１２．環境影響情報 製品としての試験の実験は実施していない。 データなし

水性環境急性有害性 水性環境慢性有害性
原液 生態系に関する追加情報：知見なし 区分　外

分類できない

☆ 漏洩、廃棄などの際には環境に影響を与える恐れはあるので取り扱いに注意すること。
特に、製品や洗浄水が地面、川や排水溝に直接流れないように対処すること。

・ 生殖毒性 ： データなし
・ 残留性 ： データなし
・ 残留性 ・ 分解性 ： データなし
・ 生態蓄積性 ： データなし
・ 土壌中の移動性 ： データなし

１３．廃棄上の注意
廃棄をする場合には、ガスを完全に抜いた後に行う。

残余廃棄物 ： 廃塗料、容器の廃棄物は、許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理を
する。

： 容器、機械装置等を洗浄した排水等は、地面や排水溝へそのまま流さないこと。
： 排水処理、焼却などにより発生した廃棄物についても、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律及び関係する法規に従って処理を行うか、委託すること。
： 廃塗料などを処理する場合には、珪藻土等に吸着させて開放型の焼却炉で少量ずつ

焼却する。
汚染容器及び包装 ： 中身を使い切ってから分別廃棄する。

１４．輸送上の注意
共通 ： 取扱い及び保管上の注意の項の記載に従うこと。

： 容器漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷が無いように積み込み、荷崩れ防止を
確実に行うこと。

： 運搬に際しては、容器を40℃以下に保ち、転倒、落下、損傷が無いように注意すること。
陸上輸送 ： 消防法、労働安全法、毒劇法に該当する場合は、それぞれの該当法規に定めれている

運送方法に従うこと。
海上輸送 ： 船舶安全法に定めるところに従うこと。
航空輸送 ： 航空法に定めるところに従う。
国連番号 ： 1 9 5 0
国連分類 ： ＩＭＤＧコード　ｃｌａｓｓ2.1

１５．適用法令

☆ 化審法 ： 規制されない
☆ 労働安全衛生法 ： 危険物 引火性物質、可燃性ガス
☆ 高圧ガス取締法 ： 適用除外項目対象 液化ガス、可燃性ガス
☆ 消防法 ： 指定可燃物　可燃性液体類
☆ 有機溶剤中毒予防規則 ： 該当しない。
☆　労働安全衛生法

第５７条名称表示物質 ： 第５７条　表示対象物質を含有しない。
第５７条の2　通知対象物 ： 第５７条の2　通知対象物を含有しない。

☆ 船舶安全法 ： 該当しない。
☆ 危険物船舶運送及び貯蔵規則 ＩＭＤＧコード　ｃｌａｓｓ2.1（ＵＮ.Ｎｏ.1950）

１６．その他の情報

引用文献：化審法  既存化学物質 ハンドブック第 4 版 化学工業日報社
　　　　  GHSに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラベル、作業場内の表示及び安全データシート（ JIS Z 72 53:2012)
問い合わせ先：旭エンジニアリング株式会社　
　　　　　　  管理部　TEL：06-6452-5811　FAX：06-6452-5770

※ 記載内容は現時点で入手可能な資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、化学製品を安全に取扱うための
参考情報として提供されるものであり、安全を保証するものではありません。また、記載内容の含有量、物理化学的性質等
についても保証されるものではありません。
この情報は新しい知見に基づき改訂されることがあります。
すべての化学製品には未知の有害性が考えられますので、取扱いには 細心 の注意が必要です。
ご使用者各位の責任において安全な条件を設定下さるようお願い申し上げます。


